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◎ どのような研究をしているのか？ 

長鼻類と恐竜の化石を主な材料として脊椎動

物の進化史を研究しています。長鼻類関しては

主にアジアとアフリカで発掘された化石を材料

として系統と古生態を研究しています。最近は

特にミャンマーやタイ産の化石に力を入れてい

ます。恐竜に関しては、兵庫県篠山市と丹波市

に分布する前期白亜紀の地層である篠山層群の

恐竜化石、特に同層群産の竜脚類恐竜を対象と

し、その系統と古生態を研究しています。また、

同層群の恐竜以外の脊椎動物化石の系統・古生

態や同層群の古環境復元に関しても他研究者と

共同研究を進めています。 
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◎ 学生に向けて一言 

古脊椎動物の研究を希望する学生（社会人を含む）の大学院進学を受け入れ

ます。学部で地質専攻が理想的ですが、それ以外の学科卒でも化石の研究に役

立つことはいろいろあるので相談してください。研究対象も私は長鼻類と恐竜

ですが、それ以外ももちろん有りです。毎年篠山層群の調査を行いますので、

調査に伴う力仕事・よごれ仕事を進んで行う方を特に歓迎します。 
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篠山層群の恐竜化石の発掘 

http://www.ucpress.edu/books/TMAS.ser.html

